
 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 道徳教育啓発リーフレット  

岩手県教育委員会 

本県においては、東日本大震災からの復興・発展を担う本県の子供たちの「特別

の教科  道徳（道徳科）」の学びが、道徳的諸価値についての理解をもとに、自分

を見つめ、自己の生き方や人間としての生き方についての考えを深める学習となる

ことが大切です。どのような時代、環境にあってもたくましく立ち向かい、岩手や

社会全体をよりよい方向に変えていこうとする子供たちの豊かな人間性を育む道

徳科の授業が一層求められます。  

そのためにも、これまで以上に道徳科の授業改善について、各学校の着実な取組

が重要です。本リーフレットは、中学校及び特別支援学校中学部の来年度全面実施

を控え、平成 30 年度道徳教育研究指定校である大船渡市立大船渡中学校の貴重な

研究実践を紹介しています。学校全体で推進する道徳教育の要となる道徳科の授業

づくりと評価の進め方について、各学校の取組の参考として御活用ください。  

笑顔に満ちた子供たちの豊かな心を育む  

道徳教育の充実を目指して 

 

大船渡市立大船渡中学校の研究実践 
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発問の工夫 

【研究主題】人間としての生き方を思い描き、主体的に判断し生きようとする生徒の育成 ～道徳科における「考え、議論する」授業づくりと評価の在り方～ 

学び合い 自己の考えを表現すること 

 

 

Ⅰ 「考え、議論する」授業づくりの三つの柱 

Ⅱ 「特別の教科 道徳」の評価 ～生徒の記述から～ 



道　徳　教　育　全　体　計　画
　　大船渡市立大船渡中学校

教師の願い 学　校　教　育　目　標 生徒の実態

　中学校生活が楽しく、心豊かに

のびのびと自分が表現でき、感

性豊かに自分の人生を自分で拓

いていく人間に育ってほしい。

基　本　目　標 具　体　目　標 ・明るさと素直さがあり基本的な

生活習慣は身に付きつつある

が、節度と調和のある生活までに

は至っていない。

・より高い目標を目指し向上しよ

うとする意欲があるが、目標実現

のために着実にやり抜く粘り強さ

や根気強さが十分ではない。

・自分の判断や行動に自信を持

てない生徒が見受けられる。

・礼儀の意義を理解し、時と場に

応じた言動をとることができる。

１　自ら学び主体的に学び、進路を開拓しようと

する生徒の育成

２　思いやり、勤労・奉仕の心に満ちた生徒の

育成

３　健康で逞しい人間の育成

　１　学びの育成と基礎・基本の定着

　２　自律への援助と豊かな感性の陶冶

　３　行事活動の充実と共感体験の創造

　４　心身の健康と逞しい行動力の啓培

道　徳　教　育　重　点

　「 人間としての生き 方を思い 描き 、主体的に判断し生き ようとする生徒の育成」

　　　◎　思いやりの心を持ち、他と共に生きる指導の充実

　　　◎  視野を広げ、考えを深め、主体的に生きようとする態度の育成

　　　◎　多彩な言語活動をいかし、「主体的・対話的で深い学び」の実現

学　年　重　点　目　標

１学年 ２学年 ３学年
・基本的生活習慣を身につ

け、節度と調和のある生活態

度を育てる。

・相手の立場に立って考え行

動し、互いに励まし合う態度を

育てる。

・お互いのよさを認め合い、尊

重し合う心情を育て、人間関

係を深める。

・学級や学校の一員としての

自覚をもち、自ら考え行動がで

きるように育て、集団生活の充

実に努めさせる。

・高い目標をもち、自己実現に

向けて努力を継続し強い意志

をもってやり遂げる姿勢や態

度を育てる。

・時と場合に応じた適切な言動

ができ、他の人に対する感謝

と思いやりの心を育てる。

・自己の人生を切り開いていく

勇気、着実にやり抜く強い意

思を育てる。

・正義を重んじ、連帯意識を

持って集団生活の向上のた

めに尽くす態度を育てる。

心を通い合う家庭・地域社会との連携 よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳の時間

・地区ＰＴＡ、学級・学年ＰＴＡで意

図的に心を育てる教育について

ふれ、共通理解を深める。

◎各教育活動で行われる道徳教育を補充、深化、統合する。
◎人間としての生き方についての考えを深める。

◎仲間の考えをつなげて、自分の考えを再構築することによっ
て、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

豊かな心を育てる教育環境

・人間環境、物質環境の望ましい

環境作りを積極的におしすすめ、

道徳性の育成を図る。

自分のあり方を振り返る力 能動的に学ぶ力 他と共に考え表現する力

各教科・特別活動・総合的な学習の時間

生 徒 個 々 が 生 か さ れ る 学 級 経 営

各教科 特別活動 総合的な学習の時間
国語　言語感覚を豊かにし、伝え合う力を高め、相手を尊重する態度を

高める。

社会　人間尊重の精神を基盤に、多面的・多角的な見方、考え方を養

い、社会の発展に努めようとする態度を育てる。

数学　粘り強く筋道を立てて物事に取り組み、他の意見を尊重する態度

を養う。

理科　生命を尊重し、自然を愛する心・物事の心理を追求する心を育て

る。

音楽　表現や観賞を通して美しさに感動する心を育てる。技能を向上さ

せ、協力して音楽を作り出そうとする態度を養う。

美術　創造や観賞活動を通して、美的感覚を養い、豊かな情操を育て

る。

保体　生命を尊重し、ルールを守り、正しく、粘り強く活動する態度を育て

る。

技・家　生活に必要な基礎的技術や知識の習得を通して社会の一員として

の自覚を持ち、主体的に生きていく態度を養う。

外国語　外国語を学ぶことで、その国を理解し、国際協調の態度を育て

る。

学級活動

　学級や学校生活の充実と向上に努め、個人及び社会の一員としてのあ

り方、学校生活の充実、健康安全への関心を高め、将来の生き方と進路

の適切な選択を目指す態度を養う。

生徒会活動

　自治的な活動を通して、集団の一員としての役割を自覚し、協力的な人

間関係及び連帯感を育てるとともに、よりよい学校生活を送ろうとする態

度を育てる。

学校行事

　人とのふれあいを多く含んだ活動を通して、望ましい人間関係を形成で

きる明るく落ち着いた態度や行動を育成する。また、集団への所属感や

連帯感、公共の精神を養うとともに、よりよい学校生活を協力して築こう

する態度を育てる。

　体験的な学習を通して、自己管理、他者理解を深め、認め合うような態

度を育てる。

　　　  その他の活動

朝読書：朝の１０分間を利用しての読書によって落ち着いた生活をつく

る。

　　　　　本の内容の様々な場面から心の豊かさの土台を培う。

朝・帰りの短学活： 自主的な運営で望ましい人間関係を形成していく基盤

を培う。

給食：健康への意識高揚と食べることへの感謝の心を培う。

清掃：環境美化への意欲の育成と公共心と奉仕の心を育成する。

保健：自らの心と体の健康の保持増進に努める心を育成する。

部活動：チームワークと自己の可能性に挑戦し、心身を鍛える。

奉仕活動：郷土愛、愛校心の高揚を図る。環境や人に優しく働きかける

ボラ ンティア精神を育成する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ：計画       ：継続的な見直し       ：来年度から実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、学校の教育活動全体を通して道徳性を養うねらいから、道徳教育の目標を明確にして、全教職

員が共通理解・共通実践できるようにするための指針となる道徳教育全体計画、道徳教育指導計画、別葉を

作成し、道徳教育を推進しています。道徳教育の要となる「特別の教科 道徳」の年間指導計画、別葉等を

活用し、教科領域等横断的に生徒を育てることを共通理解・共通実践しています。 

道徳教育全体計画 ―共通理解・共通実践― 

Ⅲ 複数の教師による見とり 

Ⅳ 学校教育全体を通じた道徳教育の推進 

家庭や地域との連携 

校内研究会や授業

参観日では、「特別

の教科 道徳」の授

業を公開する。 

校報やブログ、新聞

等を通じて、家庭や

地域、社会への啓蒙

を図る。 

年間指導計画に郷土芸能の取

り組みとの関連を明確化 

 「伝統と文化、国と郷土を

愛する心」の育成を目指し、

進んで郷土の発展に努めよう

とするとともに、国を愛し、

よい伝統や文化の継承発展に

努めようとする心を育む。 

（例）郷土芸能保存会による

講演会等 

学校教育目標 

  

道徳教育重点目標 

  

学年重点目標 

  

各教科・各領域 

との関連 

 

  

   

  

岩手県教育委員会事務局学校教育課義務教育担当 〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1   ☎019-629-6137 

  

学級経営の充実 
（ルールとリレ
ーションの 
ある学級経営）  


